


七夕会2内科

　福岡の梅雨明けした７月８日、天の川を渡り彦星と織姫の再
会を祝い、お花と星ふる会場に沢山の患者様をお迎えしました。
今年はいつもの白衣から、可愛い浴衣姿の司会者に夏をすこ
し感じていただいたようです。
　浴衣姿とリハビリさん手作りでアニメのガンダムのコス
チューム姿のスタッフに驚きながらも会場は笑顔いっぱい。
浴衣姿のスタッフのピアノ生演奏で七夕の歌、憧れのハワイ
航路、上を向いて歩こう、の歌に皆さん若い頃を思い出され
たのか大きな声がでていました。
　川の流れのように。クローズツーユーのピアノ演奏にうっと
り。他病棟スタッフによる七夕ゲームでなるほどねーと感心
されたり、スタッフ余興による花笠音頭、花笠を手に飛び入り

参加された患者さまのとても上手な姿に一人二人と踊りの
参加者で華やかな花笠音頭にアンコール。
　茶話会ではお菓子とお茶で和まれ、浴衣姿のスタッフや
コスチューム姿のスタッフと記念写真を撮ったり、お話しされ
たりと楽しそうでした。
　患者様の笑顔とお褒めのことばで一年に一度会える彦星
と織姫の喜びのように思え安心しました。

　高血圧は、動脈硬化や脳出血、脳梗塞、心筋梗塞
など恐ろしい病気が起こるリスクを高めます。
　血圧は昼夜、季節、運動などにより変動します。
１日の内では早朝から昼ごろにかけて血圧は上
昇します。起床後１時間以内に心筋梗塞が多発
するのはそのためです。
　では、高血圧を改善したり、予防したりするに
はどうすればよいのでしょうか。
　高血圧は塩分の取りすぎ、過度の飲酒、肥満、
運動不足、ストレス、喫煙などの良くない生活習
慣で起こりやすくなります。逆に言えば食事の
際に塩分摂取を控えたり、お酒の飲みすぎに注
意したり、日常的に運動をしたりすることで改
善することも可能です。
　「最近、血圧が気に
なる」という方は、ぜ
ひかかりつけの医師
にご相談ください。

循環器内科　秋満俊介医師 臨床検査科　香月正美

いきいき公開セミナー

「高血圧」
４月
16日（火）
15：00

６月
28日（金）
15：00

　現代はストレス社会といわれていますが、私達はその中で様々なスト
レスの解消法を見つけながら暮らしています。
　喫煙もいらいらを抑える上ではその方法の一つなのかもしれません。
ですが、喫煙は「百害あって、一利なし」と言われるように人間の体にとって
何のメリットもありません。
　喫煙とＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）は大きく関わっており、ＣＯＰＤ患
者の実に90％は喫煙者だと言われています。ＣＯＰＤとは肺気腫と慢性
気管支炎の総称であり、診断にもっとも有用なのが肺機能検査になりま
す。肺機能検査の中でも努力性肺活量を測定することにより、一秒量（最
初の一秒間に吐けた呼気量）の占める割合（１秒率）がわかります。１秒率
が70％を下回るとＣＯＰＤが疑われます。
　咳や息切れが起きる。しかも長く
続く場合はCOPDのサインかもしれ
ません。COPDの診断は早ければ早
いほど、治療の効果が高く、肺機能の
悪化を食い止めることができます。
　みなさんも進んで肺機能検査を受
けて、ご自身の健康チェックをされて
みてはいかがですか！

いきいき公開セミナー

「急増するタバコ病・ＣＯＰＤ  やってみよう肺機能検査」

　4月よりさくら病院に勤務させて頂いております花野貴幸です。福岡大学消化器内科の医
局に所属しております。さくら病院に来る前は、福西会病院、成人病センター、福岡赤十字病
院などに勤務しておりました。現在まで、消化器内科、特に肝疾患を中心に診療してまいりました。
　当院でも、内視鏡検査や腹部超音波検査などの消化器系の検査をさせて頂いておりますが、
その他に外来､入院の通常の診療とともに訪問診療なども担当させて頂いております。
　消化器以外の肺炎、脳梗塞などの疾患や、当院の特徴として、緩和ケア病棟があるために、
終末期の患者様を診療する機会が増えました。今までより幅広い疾患を診療させて頂くこと
となり、以前勉強した古い知識を刷新しているところです。
　さくら病院に通院してこられる患者様、御紹介頂ける開業医の先生方に信頼して頂ける様
に一生懸命診療にあたらせて頂き、お役にたてればと思っております。宜しくお願い致します。

花野 貴幸消化器内科

医師

　はじめまして、４月より３内科病棟に勤務しています吉田さち代です。
　人の役にたつ仕事がしたいと思っていた時、母に薦められ看護師になりました。今年は
看護師になって31年目です。熊本出身で結婚を機に福岡に来ました。
　人見知りで人と話すのが苦手です。苦手意識を克服するために「自分から挨拶、笑顔を
添えて」を心がけています。緊張すると怖い顔になるそうなので、ぜひ声をかけてください。
　看護の仕事が好きで看護師を続けてきました。つらいこともありますがやっぱり看護
師でよかったと思います。
　患者様、ご家族、同僚、コメディカルスタッフ等の皆さまに出会い励まされてきたおかげ
だと感謝しています。
　一からのスタートになりますが、一生懸命努力し、病院の発展に貢献したいと思います。
どうぞ宜しくお願いいたします。

吉田 さち代３内科病棟
師長

入居者は個性とプライバシーが確保された生活空
間を持つことができる。

個室の近くに交流できる空間を設けることにより、
他の入居者と良好な関係を築く事ができ、相互の交
流が進む。

自分の生活空間ができ、かつ少人数の入居者が交流
できる空間もあるので、入居者のストレスが減る。

家族が周囲に気兼ねすることなく訪問できるように
なり、家族関係が深まることにもつながる。

感染症の予防にも効果がある。

　ライフケア柏原は、南に片縄山、油山市民の森、西に花畑園芸公園、北は住宅地という、自然豊かな、ゆったりとした環境に
囲まれております。周辺道路も整備されており、公共交通機関は西鉄バスがあります。協力病院にも近く、高齢者の方々が日常
生活を体感しながら暮らすことができる、理想的な環境にあると考えております。建物は鉄筋３階建で、１階が管理棟、2・3階
が利用者の居室となっており、全室個室のユニット型特別養護老人ホームです。

新設連携施設のご紹介
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当施設ではライフケアしかたと同様、「住むとこ、笑む
とこ、活きるところ」という運営方針を掲げております。

「住むとこ」として…
・自分に合ったペースで過ごせるところ
・居心地の良い環境で過ごせるところ
・意思や自己決定を大切にするところ

「笑むとこ」として…
・馴染みの関係が継続出来るところ
・個々のためのチームケアが実践できるところ
・楽しいと思えることを一緒に探すところ

「活きるところ」として…
・経験や生活史を活かせるところ
・今出来ることを活かせるところ
・これからも活き活きと暮らせるところ

この方針に則り、ご入居者、ご利用者様の可能性を信じて、その方
主体のケアを提供できるよう、職員一同日々努力しております。

以上の点をふまえ、職員のきめ細やかな介護サービスの提供を
行い、家庭的な施設づくりを目指しております。
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